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4→1又 は0,3→1又 は0,2→0に な った場合
及び1時 間以内に4→O,3→0に な った場合
窪痛の程度が投 薬後1時 間以内に
4→2又tま1,3→1,2→01こ な った場合
及び2時 間以 内に4→1又 は0,3→0に な った場合
露 痛の程度が投 薬後2時 間以内に
4→2,3→1,2→0に な った場合



















て有用,有 用,や や有用,有用でない,好 ましくない
の5段階に評価した.






投 与 方 法
全例 とも,問 診 後 直 ち にBuprenorphineO.2mg
を筋 注 し,原 則 と して投 与 後1時 間 は追 加 あ るい は 他
剤 の 使用 は 行 なわ な か った.
評 価 方 法
1.結石の状態
本剤投与後20分後 より腎尿管膀胱単純撮影(以 下






























全例 とも,血圧,脈 拍数,呼 吸数に変化は認められ
ず,全身状態は良好であった.男性4例 にごく軽度の












結石の 結 石 の晦 年齢 性
位 置 大きさ(㎜)
投与前の

























































































































窪 痛 改 善 度
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